Study on Coupling Beams Using Low Yield Point Steel : Part 2 Evaluation of Test Results by 佐藤 宏貴 et al.
低降伏点鋼を用いた境界梁ダンパーの研究 
（その 2 実験結果の評価） 
正会員 ○佐藤 宏貴*1 同 黒瀬 行信*2 
同 熊谷 仁志*3 同  島崎 和司*4 
    鉄筋コンクリート構造 損傷制御設計  
境界梁  低降伏点鋼   根巻型接合部 
  
びており、アンカーボルトの伸びによる抜出しが原因である






 本報告はその 1 に引き続き、地震応答の低減を目的とした




























 図 1 に荷重－変形関係の包絡線と計算値の比較を示す。最
大荷重は No.4 試験体が大きいが、これはフランジ断面が他
の試験体よりも大きいためだと考えられる。図中の計算値は


























































































































































図 2 荷重－ダンパー端部水平変形関係 
根巻部軸方向変形 3) 軸方向変形 








トが有る No.2 試験体がやや小さい。No.4 試験体は大きく伸 
ダンパー部軸方向変形 
図 3 軸方向変形 
No.3 試験体No.2 試験体 No.4 試験体No.1 試験体
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 4) ひずみ分布 




置 0mm とし、根巻部が 100mm から 500mm、それ以降がスタ
ブ（耐震壁）になっている。ウェブは主ひずみの値をとった。

























 図 9 に等価粘性減衰定数（heq）を示す。比較のため同図中





























































図 8 変形成分比 
根巻部曲げ変形
No.1 試験体 No.2 試験体 No.3 試験体 No.4 試験体
歪測定位置参照図 

























図 6 ウェブ・せん断補強筋 




















図 7 鉄骨フランジ・アンカーボルト、根巻主筋 
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図 9 等価粘性減衰定数（heq） 
